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問　
令
和
６
年
度
決
算
を
踏

ま
え
基
金
や
市
債
の
状
況

等
、
中
長
期
的
な
財
政
運

営
に
つ
い
て
市
の
見
解
は
。

答　
基
金
に
つ
い
て
は
、
庁

舎
建
設
基
金
と
一
般
廃
棄

物
処
理
施
設
整
備
基
金
等

に
約
12
億
円
を
積
み
立
て
、

	

基
金
残
高
比
率
は
23
・
６

	

％
に
上
昇
し
た
。
災
害
等

に
備
え
る
財
政
基
金
残
高

は
６
年
度
末
で
約
１
０
０

億
円
と
な
り
適
正
規
模
と

問　
市
の
防
災
・
減
災
対
策

に
つ
い
て
聞
く
。

答　
本
市
は
防
災
・
減
災
対

策
と
し
て
市
民
の
防
災
意

識
向
上
、
防
災
力
向
上
、

	

災
害
用
備
蓄
物
資
の
充
実
、

さ
れ
る
標
準
財
政
規
模
の

10
％
相
当
の
70
億
円
以
上

を
維
持
し
、
財
政
基
金
を

含
む
主
要
３
基
金
残

高
の
確
保
は
15
年
度

末
で
約
１
０
０
億
円

を
目
標
と
し
て
い
る
。

	

　
一
方
、
少
子
高
齢

化
等
に
伴
う
社
会
保

障
費
や
新
庁
舎
、
新

ご
み
処
理
施
設
の
整

備
に
伴
う
市
債
発
行

に
よ
る
公
債
費
が
増

各
団
体
等
と
の
協
力
関
係

構
築
、
避
難
所
等
の
施
設

整
備
の
５
つ
の
方
針
で
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。

市
民
の
防
災
意
識
向
上
と

し
て
、
令
和
８
年
度
中
に

	

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
改
訂

を
予
定
し
て
い
る
ほ
か
、

防
災
出
前
講
座
や
、
ひ
な

ん
サ
ポ
ー
タ
ー
の
養
成
等

を
行
っ
て
い
る
。
防
災
力

向
上
と
し
て
防
災
訓
練
を

小
学
校
区
ご
と
に
実
施
し

て
い
る
が
、
今
後
は
校
区

を
越
え
た
避
難
や
避
難
所

運
営
を
体
験
、
研
修
で
き

る
よ
う
に
し
て
い
く
。
災

害
用
備
蓄
物
資
に
つ
い
て

は
保
管
状
況
等
を
調
査
し
、

備
蓄
倉
庫
の
整
備
を
進
め

る
。
各
団
体
等
の
協
力
関

係
構
築
と
し
て
自
衛
隊
等

と
災
害
応
急
対
策
等
の
具

体
化
を
図
っ
て
い
る
。
避

難
所
等
の
施
設
整
備
と
し

て
小
学
校
体
育
館
の
空
調

設
備
設
置
を
検
討
し
た
い
。

加
し
て
お
り
財
政
運
営
に

影
響
す
る
と
考
え
る
。
今

後
も
交
付
税
措
置
の
な
い

市
債
の
発
行
抑
制
や
今
後

10
年
間
の
収
支
見
込
み
の

作
成
に
よ
り
中
長
期
の
財

政
状
況
を
明
ら
か
に
し
、

財
政
運
営
上
の
健
全
性
を

担
保
し
て
い
く
。

令
和
６
年
度
決
算

　
社
会
保
障
費
や
公
債
費
増
加
が
懸
念

　
　
中
長
期
的
な
財
政
健
全
性
の
担
保
を

　
市
が
実
施
す
る

 

防
災
・
減
災
対
策
の
取
り
組
み
は　

救急安心センター事業
＃7119の認知率向上へ

市民救命士講習の啓発も

産官学民で対話進める

あかし共創プラットフォーム

もっとやさしいまちを目指す

入札不調防止へ
参加要件の見直し等

制度改善に努める

全世帯へ市政情報を
広報あかし全戸配布

本格的に検討

新庁舎整備に伴い設置
仮設駐車場とバス停
市民の安全確保へ

貸
し
付
け
て
い
る
駐
車
場

は
、
来
年
度
以
降
の
継
続

問　
け
が
や
急
病
で
１
１
９

番
す
る
か
ど
う
か
迷
っ
た

際
に
電
話
相
談
で
き
る
、

救
急
安
心
セ
ン
タ
ー
事
業

（
＃
７
１
１
９
）
の
認
知

率
や
救
命
率
向
上
に
向
け

た
取
り
組
み
を
聞
く
。

答　
今
年
７
月
11
日
か
ら
開

始
し
た
＃
７
１
１
９
の
本

市
か
ら
の
利
用
は
、
８
月

末
時
点
で
兵
庫
県
下
の
各

市
町
の
中
で
３
番
目
に
多

い
１
日
平
均
48
件
と
な
り
、

一
定
の
周
知
は
図
れ
た
と

考
え
て
い
る
。
今
後
も
広

報
を
継
続
す
る
と
と
も
に

利
用
率
の
低
い
年
齢
層

に
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
絞
っ

た
広
報
活
動
を
実
施
す

る
な
ど
、
さ
ら
な
る
認

知
率
向
上
を
図
る
。

	

　
ま
た
一
般
市
民
が
１

１
９
番
通
報
か
ら
救
急

隊
到
着
ま
で
に
心
肺
蘇

生
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
用
し

た
応
急
処
置
を
行
う
こ

問　
共
創
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
の
構
築
に
向
け
た
現
在

の
進
ち
ょ
く
状
況
は
。

答　
本
市
は
対
話
と
共
創
で

つ
く
る
も
っ
と
や
さ
し
い

ま
ち
明
石
を
目
指
し
、
市

民
、
民
間
企
業
、
教
育
機

関
な
ど
産
官
学
民

の
多
様
な
主
体
が

立
場
を
超
え
て
参

画
し
、
新
た
な
価

値
を
創
り
出
す
あ

か
し
共
創
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
の
構

築
に
向
け
て
取
り

組
ん
で
い
る
。

	

　
今
後
は
、
今
年

10
月
24
日
か
ら
11

月
１
日
ま
で
の
９

日
間
を
あ
か
し
対

話
と
共
創
ウ
ィ
ー
ク
と
位

置
付
け
、
対
話
と
共
創
に

よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
市
内

外
に
発
信
す
る
と
と
も
に
、

そ
の
機
運
を
さ
ら
に
高
め

る
た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な
催

し
を
展
開
し
、
そ
の
中
で

共
創
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

の
立
ち
上
げ
を
行
っ
て
い

き
た
い
。

	

　
ま
た
、
官
民
連
携
に
よ

る
有
効
な
空
き
家
対
策
の

一
つ
で
あ
る
生
駒
市
の
空

き
家
流
通
促
進
プ
ラ
ッ
ト

ホ
ー
ム
等
の
先
進
事
例
を

参
考
に
し
て
、
問
題
の
解

決
や
新
た
な
価
値
の
創
造

に
つ
な
が
る
具
体
的
な
取

り
組
み
を
創
出
し
て
い
く
。

と
は
、
救
命
率
の
向
上
に

つ
な
が
る
と
考
え
て
い
る
。

引
き
続
き
、
心
肺
蘇
生
法

や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
取
り
扱
い
等
、

緊
急
時
の
対
応
や
応
急
処

置
の
技
術
が
習
得
で
き
る

市
民
救
命
士
講
習
を
多
く

の
市
民
に
受
講
し
て
も
ら

え
る
よ
う
啓
発
を
行
う
。

問　
市
民
へ
市
政
情
報
を
確

実
に
発
信
す
る
た
め
、
広

報
あ
か
し
を
全
戸
配
布
し

な
い
か
。

答　
本
市
の
広
報
紙
で
あ
る

広
報
あ
か
し
は
、
市
の
主

問　
新
庁
舎
整
備
に
伴
う
市

役
所
仮
設
駐
車
場
と
仮
設

バ
ス
停
の
現
状
と
安
全
確

保
に
つ
い
て
聞
く
。

答　
仮
設
駐
車
場
と
仮
設
バ

ス
停
と
し
て
、
隣
接
す
る

明
石
港
東
外
港
地
区
の
土

地
を
県
か
ら
借
用
し
、
駐

車
場
は
１
７
８
台
分
、
バ

ス
停
は
１
台
分
の
区
画
を

確
保
し
て
い
る
。
仮
設
駐

車
場
内
に
歩
行
者
専
用
通

路
を
整
備
し
、
庁
舎
と
の

間
の
横
断
歩
道
の
な
い
道

路
に
は
警
備
員
を
配
置
し
、

安
全
確
保
に
努
め
て
い
る
。

な
お
、
障
害
の
あ
る
人
や

ベ
ビ
ー
カ
ー
利
用
者
に
は

本
庁
舎
と
議
会
棟
の
間
の

優
先
駐
車
場
を
案
内
し
て

い
る
。
ま
た
、
庁
舎
ま
で

円
滑
に
移
動
す
る
た
め
に

中
崎
分
署
南
側
を
歩
行
者

通
路
と
し
、
段
差
を
な
く

す
と
と
も
に
照
明
と
案
内

看
板
を
設
置
し
て
い
る
。

	

　
今
後
は
、
仮
設
バ
ス
停

に
屋
根
や
ベ
ン
チ
を
設
置

す
る
ほ
か
、
横
断
歩
道
の

設
置
を
警
察
と
再
度
協
議

す
る
な
ど
、
来
庁
者
が
安

全
安
心
に
移
動
で
き
る
よ

う
、
で
き
る
限
り
の
配
慮

と
安
全
確
保
に
努
め
て
い

く
。

要
な
広
報
媒
体
と
位
置
付

け
、
市
民
に
情
報
を
分
か

り
や
す
く
正
確
に
伝
え
、

必
要
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
に

つ
な
げ
る
た
め
の
ツ
ー
ル

と
し
て
重
要
な
役

割
を
担
っ
て
い
る
。

	
  

現
在
、
広
報
あ

か
し
は
月
２
回
発

行
し
、
新
聞
折
り

込
み
に
よ
る
配
布

と
申
し
込
み
が
必

要
な
ポ
ス
テ
ィ
ン

グ
を
併
用
し
て
各

世
帯
に
届
け
て
い

る
。
昨
今
は
新
聞

購
読
料
の
値
上
げ
等
に
よ

り
新
聞
の
購
読
者
数
が
減

少
し
て
お
り
、
令
和
５
年

に
実
施
し
た
広
報
ア
ン
ケ

ー
ト
で
も
読
ん
だ
こ
と
が

な
い
と
回
答
し
た
人
の
６

割
が
家
に
届
い
て
い
な
い
、

入
手
方
法
が
分
か
ら
な
い

と
の
理
由
で
あ
っ
た
こ
と

か
ら
、
配
布
方
法
の
見
直

し
の
必
要
性
を
強
く
感
じ

て
い
る
。
全
世
帯
に
行
政

情
報
を
届
け
る
こ
と
は
ベ 

ー
シ
ッ
ク
サ
ー
ビ
ス
の
一

つ
と
考
え
て
お
り
、
全
戸

配
布
に
つ
い
て
本
格
的
に

検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
。

問　
市
の
入
札
不
調
の
要
因

と
防
止
策
に
つ
い
て
聞
く
。

答　
令
和
６
年
度
の
工
事
入

札
１
０
８
件
の
う
ち
29
件

が
不
調
に
な
っ
た
。
入
札

不
調
は
増
加
傾
向
に
あ
り
、

そ
の
要
因
は
書
類
の
不
備

や
建
設
業
界
の
人
材
不
足
、

	

物
価
高
騰
の
影
響
に
よ
る

予
定
価
格
と
の
金
額
の
乖か
い

離り

な
ど
で
あ
る
。
不
調
に

な
る
と
工
事
着
手
が
遅
れ

利
用
者
に
不
便
や
負
担
が

か
か
る
ほ
か
、
資
材
高
騰

に
よ
る
財
政
負
担
の
増
も

懸
念
さ
れ
る
。
防
止
策
と

し
て
市
場
価
格
の
把
握
に

努
め
適
正
な
予
定
価
格
を

設
定
す
る
と
と
も
に
、
建

設
業
界
の
労
働
環
境
の
改

善
を
目
指
し
週
休
２
日
制

を
導
入
し
た
。
ま
た
、
事

業
者
の
負
担
と
な
っ
て
い

た
低
入
札
価
格
調
査
制
度

を
廃
止
し
、
書
類
不
備
等

へ
の
注
意
喚
起
、
事
務
負

担
軽
減
の
た
め
入
札
書
類

の
削
減
や
様
式
の
改
善
を

図
っ
て
い
る
。
併
せ
て
地

元
事
業
者
の
受
注
機
会
拡

大
の
た
め
、
参
加
要
件
の

見
直
し
を
図
る
な
ど
、
引

き
続
き
、
入
札
制
度
の
改

善
に
努
め
て
い
く
。

利
用
を
事
業
計
画
に
合
わ

せ
て
考
え
て
い
き
た
い
。

市の財政状況について答弁する丸谷市長

救急隊が到着するまでの対応が重要

対話と共創のまちづくりを発信

必要な情報を確実に伝える




